
 

 

 

 

 

 

令 和 ３ 年 度 

 

八代市議会文教福祉委員会記録 

 

 

 

 

 

 

審 査 ・ 調 査 案 件  

 

１．１２月定例会付託案件 ……………………… ２ 

１．所管事務調査 …………………………………２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 1 2 月 1 4 日（火曜日） 



 

－1－

文教福祉委員会会議録 

 

令和３年１２月１４日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時４８分閉議（実時間１５８分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１３２号・令和３年度八代市一般会

計補正予算・第８号（関係分） 

１．議案第１５８号・令和３年度八代市一般会

計補正予算・第９号（関係分） 

１．議案第１３３号・令和３年度八代市国民健

康保険特別会計補正予算・第１号 

１．議案第１３４号・令和３年度八代市後期高

齢者医療特別会計補正予算・第１号 

１．議案第１３５号・令和３年度八代市介護保

険特別会計補正予算・第１号 

１．議案第１３８号・令和３年度八代市診療所

特別会計補正予算・第１号 

１．議案第１４４号・指定管理者の指定につい

て（八代市泉地域福祉センター、八代市泉

憩いの家、八代市五家荘デイサービスセン

ター、八代市柿迫生きがいセンター） 

１．議案第１６０号・財産の取得について（八

代市小・中・支援学校ＩＣＴ機器類（タブ

レット端末機、モニター類、無線機（アク

セスポイント））） 

１．議案第１５７号・八代市教育サポートセン

ター条例の一部改正について 

１．議案第１５５号・八代市国民健康保険条例

の一部改正について 

１．議案第１５６号・八代市国民健康保険税条

例の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

 （新型コロナウイルスワクチン接種につい

て） 

 （第３期八代市教育振興基本計画（素案）に

ついて） 

 （八代市学校給食施設再編整備方針（案）に

ついて） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  友 枝 和 也 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

 

※欠席委員 橋 本 幸 一 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       中   勇 二 君 

  教育部次長     福 本 桂 三 君 

  理事兼教育政策課長 松 川 由 美 君 
 

  教育政策課主幹兼 
            松 本  豊  君 
  学校管理係長 
 

  教育サポートセンター所長 入 佐 正 夫 君 
 
 健康福祉部長 
            丸 山 智 子 君 
 （福祉事務所長兼務） 
 
 
  健康福祉部次長 
            白 川 健 次 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 
 
  健康推進課長 
            稲 本 京 子 君 
  （子育て世代包括支援センター所長兼務） 
 
 
  健康推進課審議員兼 
            森 田 克 彦 君 
  新型コロナウイルスワクチン接種対策室長 
 
 
  理事兼 
            野 田 章 浩 君 
  健康福祉政策課長 
 

  健康福祉政策課長補佐 相 澤   誠 君 
 
  健康福祉政策課 
            秋 永 誠 一 君 
  主幹兼政策係長 
 

  国保ねんきん課長  西 田 裕 一 君 
 

  こども未来課長   岩 崎 龍 一 君 
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  長寿支援課長 
            石 本   淳 君 
  （成年後見支援センター所長兼務） 
 

 財務部 

  契約検査課長    岩 崎 伸 一 君 

 部局外 

  水道局次長兼工務係長 松 岡 長 武 君 

                              

○記録担当書記     森 田   亨 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） それでは、改めてお

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）それでは、定刻となり、定足数

に達しておりますので、ただいまから文教福祉

委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。な

お、令和２年７月豪雨に関する特別委員会の設

置に伴い、令和２年７月豪雨に関する予算・事

件・条例案等につきましては、特別委員会に付

託となりますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、歳出の第９款・教育費について、教育

部から説明願います。 

○教育部長（中 勇二君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）本日はよろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１３２号・令和３年度八代

市一般会計補正予算・第８号のうち、当委員会

に付託されました教育部所管分の予算につい

て、次長の福本のほうから御説明を申し上げま

すので、よろしくお願いいたします。 

○教育部次長（福本桂三君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）教育部の福本です。よろしくお願いしま

す。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○教育部次長（福本桂三君） それでは、予算

書の説明に入ります前に、まず、今回の１２月

補正予算における人件費の補正内容につきまし

て説明させていただきます。 

 今回の人件費補正予算の主な要因としまして

は、３点でございます。 

 まず１点目としまして、人事異動等に伴う給

料、諸手当の増減による影響、次に２点目とし

まして育児休業及び退職による影響、３点目と

して共済組合負担金の率改定による影響でござ

います。 

 特に１点目の人事異動等に伴う給料、諸手当

の増減による影響につきましては、当初予算に

おきまして人件費を計上するときは、当初予算

編成時点の職員を基に積算しております。しか

し、翌年４月１日の人事異動に伴う職員配置の

変更によりまして、給料の高い職員と給料の低

い職員とが入れ替わるなどがありますので、毎

年度１２月に人事異動等に伴う人件費の補正を

行っております。 

 なお、本年度の人事院勧告に基づく給与改定

についてですが、賞与の引下げ改定が勧告され

たものの、国においては、極めて異例のことと

しまして、本年の給与改定を見送っているとこ

ろでございます。また、熊本県におきましても

同様に、本年の給与改定を見送っているところ

でございます。 

 このようなことから、本市におきましても、

県内各自治体の動向を注視しながら慎重に検討

を重ねた結果、本年の給与改定は実施しないこ

ととしております。 

 それでは、教育部における補正の内容につい
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てです。 

 八代市一般会計補正予算書・第８号を御覧く

ださい。 

 ４ページをお開きください。 

 歳出の第９款・教育費で２億６１６１万５０

００円を増額し、補正後の額を４５億９６３３

万８０００円とするものでございます。なお、

補正額のうち、教育部が所管します額は２億５

１２１万６０００円の増額補正でありまして、

その他の補正額分１０３９万９０００円は、経

済文化交流部が所管するものでございます。 

 また、社会教育施設解体事業・豪雨災害の２

億５０４５万９０００円につきましては、令和

２年７月豪雨に関連する予算となりまして、先

日の令和２年７月豪雨に関する特別委員会にて

御審議いただいておりますので、本委員会での

御説明を省略させていただきます。 

 これにより、本委員会で御審議いただきます

教育部所管の人件費の補正額は７５万７０００

円になります。 

 それでは、具体的な補正の内容について御説

明いたします。 

 予算書の３１ページの下段をお願いいたしま

す。 

 款９・教育費、項１・教育総務費、目２・事

務局費では、特別職を含む職員４７人分の補正

としまして、３９６万４０００円を増額補正し

ております。増額の理由としましては、人事異

動等による給料や共済組合負担金率改定による

共済費などの増額によるものです。 

 次に、目３・教育サポートセンター費です。

職員３人分の補正として４万９０００円を増額

補正しております。増額の理由としましては、

人事異動等による給料や共済組合負担金率改定

による共済費などの増額によるものでございま

す。 

 続きまして３２ページです。 

 款９・教育費、項５・幼稚園費、目１・幼稚

園費です。職員２４人分の補正としまして７４

万９０００円を増額補正しております。増額の

理由としましては、人事異動等による給料や共

済組合負担金率改定による共済費などの増額に

よるものです。 

 次に、款９・教育費、項６・学校給食費、目

１・学校給食費です。職員９人分の補正としま

して２４万５０００円を減額補正しておりま

す。 

 減額の理由としましては、共済組合負担金率

改定による共済費の増額よりも、人事異動等に

よる職員手当等の減額が大きいことなどによる

ものです。 

 次に、款９・教育費、項７・社会教育費、目

１・社会教育総務費です。職員８人分の補正と

しまして、１２５万円を増額補正しておりま

す。増額の理由としましては、人事異動等によ

る給料及び職員手当等や共済組合負担金率改定

による共済費などの増額によるものでございま

す。なお、社会教育施設解体事業・豪雨災害

は、令和２年７月豪雨に関する特別委員会で御

審議いただいておりますので、ここでは省略さ

せていただきます。 

 次に、３３ページでございます。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目２・公

民館費では、職員１０人分の補正としまして、

７０５万円を減額補正しております。減額の理

由としましては、共済組合負担金率改定による

共済費の増額よりも、人事異動等による給料、

職員手当等、共済費の減額が大きいことなどに

よるものでございます。 

 次に、１つ飛びまして目５・博物館費です。

職員１０人分の補正としまして、２０４万円を

増額補正しております。増額の理由としまして

は、人事異動等による職員手当等や共済組合負

担金率改定による共済費などの増額によるもの

でございます。 

 以上が教育部所管の人件費の補正予算の内容
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でございます。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すいません、最初の人

件費の説明で、ポイントを３点お話しされた中

で、育児手当と退職というお話が２点目にあっ

たと思うんですけど、教育費の中で退職者、出

られたんですかね。 

○教育部長（中 勇二君） 中途退職者はござ

いません。 

○委員（大倉裕一君） 分かりました。全体的

なところでの考え方を述べていただいたという

ところですね。はい。よかったら、教育委員会

の中では退職者はありませんと言っていただく

とよかったかなと思います。了解です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようですね。以

上で第９款・教育費について終了いたします。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時１０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１１分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第３款・民生費及び第４款・衛

生費について、健康福祉部から説明を願いま

す。 

○健康福祉部長（福祉事務所長兼務）（丸山智

子君） 皆さん、おはようございます。（｢お

はようございます」と呼ぶ者あり）健康福祉部

の丸山です。よろしくお願いいたします。 

 本日、健康福祉部関連で委員会に付託されま

した議案のうち、まず、議案第１３２号・令和

３年度八代市一般会計補正予算・第８号関係分

を白川健康福祉部次長が御説明申し上げます。

また、追加提案の議案第１５８号・一般会計補

正予算・第９号は岩崎こども未来課長が、その

後の議案第１３３号・国民健康保険特別会計補

正予算・第１号及び議案第１３４号・後期高齢

者医療特別会計補正予算・第１号は西田国保ね

んきん課長が、議案第１３５号・介護保険特別

会計補正予算・第１号は石本長寿支援課長が、

議案第１３８号・診療所特別会計補正予算・第

１号は野田理事兼健康福祉政策課長が説明いた

します。その後の事件議案及び条例議案につき

ましても、それぞれの関係各課長が御説明申し

上げますので、御審議のほどどうぞよろしくお

願いいたします。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（白

川健次君） 皆様、改めましておはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）健康福祉部の白川でございます。本日はど

うぞよろしくお願いいたします。それでは、座

って説明をさせていただきます。 

 それでは、議案第１３２号・令和３年度八代

市一般会計補正予算・第８号をお願いいたしま

す。 

 文教福祉委員会付託分のうち、健康福祉部所

管分等について御説明をいたします。なお、今

回の補正予算における人件費の補正内容につき

ましては、先ほどの教育費と同様、人事異動に

よるものをはじめ、育児休業及び退職、市町村

職員共済組合の負担金の率改定等の影響による

人件費の増減額を補正するものでございます。 

 それでは、補正予算書の３ページをお願いい

たします。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、まず、款３・民生費、項１・社会福祉費

で補正額５３０６万円を追加し、補正後の予算

額は１１４億９６５０万円に、項２・児童福祉
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費で補正額２２４３万４０００円を減額し、補

正後の予算額は９６億３８９２万６０００円

に、項３・生活保護費で補正額８１６万７００

０円を減額し、補正後の予算額は３２億２８０

万３０００円としております。民生費の総額は

３つ上になりますが、２４３億３９４９万５０

００円でございます。 

 次に、款４・衛生費、項１・保健衛生費で補

正額２億１８７５万８０００円を追加し、補正

後の予算額は２０億７００７万５０００円と

し、衛生費の総額は１つ上になりますが、４１

億２１１０万８０００円としております。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

いたします。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 下段の表の款３・民生費、項１・社会福祉

費、目１・社会福祉総務費で補正額４８９６万

８０００円の増額を計上しております。 

 節の欄ですが、節２・給料から節４・共済費

までは、職員１４人分の補正として１６８４万

４０００円を増額しております。増額の理由と

しましては、人事異動や共済組合負担金率改定

による影響が主なものでございます。 

 また、節１８・負担金補助及び交付金で４７

１３万９０００円を増額しております。これ

は、後期高齢者医療広域連合負担金事業におい

て、当該広域連合に支払う令和２年度の後期高

齢者医療に係る療養給付費負担金の精算に伴

い、不足が生じましたことから、追加納付する

経費を補正するものです。 

 なお、節２７・繰出金で１５０１万５０００

円を減額しておりますのは、国民健康保険特別

会計や介護保険特別会計の人件費減額補正に伴

い、繰出金が減少したことが主な理由です。 

 次の目２・老人福祉対策費で、職員５人分の

補正として８１５万４０００円の減額を計上し

ております。減額の理由としましては、人事異

動による影響が主なものでございます。 

 次の目３・社会福祉対策費で補正額１５３０

万円の増額を計上しております。これは、総合

福祉センター管理運営事業において、総合福祉

センター開館当時から使用している集中管理方

式の空調設備が老朽化により故障し、修理がで

きないため、新たに個別空調機器を設置する経

費を補正するものです。なお、特定財源とし

て、全額地域福祉基金があります。 

 次の目４・障害福祉対策費で職員２４人分の

補正として４２５万円の減額を計上しておりま

す。減額の理由としましては、人事異動や職員

１人の育児休業による影響が主なものでござい

ます。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 上段の表の目５・国民年金費で補正額１１９

万６０００円の増額を計上しております。 

 節の欄ですが、節２・給料から節４・共済費

までは、職員５人分の補正として９９万８００

０円を増額しております。増額の理由としまし

ては、人事異動や共済組合負担金率改定による

影響が主なものでございます。 

 また、節１２・委託料で１９万８０００円を

増額しております。これは、年金事務事業にお

いて、国民年金法施行規則の改正により、来年

４月から年金手帳が廃止され、基礎年金番号通

知書に代わることに伴い、必要なシステム改修

に要する経費を補正するものです。なお、特定

財源として、全額国庫支出金があります。 

 次に下段の表になりますが、項２・児童福祉

費、目１・児童福祉総務費で職員２０人分の補

正として１３４６万６０００円の減額を計上し

ております。減額の理由としましては、人事異

動による影響が主なものでございます。 

 次の目３・保育所費で、職員８７人分の補正

として８９６万８０００円の減額を計上してお

ります。減額の理由としましては、人事異動や

保育所１１人の育児休業による影響が主なもの

でございます。 
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 ２４ページをお願いします。 

 上段の表の項３・生活保護費、目１・生活保

護総務費で職員２７人分の補正として８１６万

７０００円の減額を計上しております。減額の

理由としましては、人事異動や職員１人の退職

による影響が主なものでございます。 

 次に下段の表の款４・衛生費、項１・保健衛

生費、目１・保健衛生総務費で補正額３５４万

７０００円の増額を計上しております。 

 節の欄ですが、節２・給料から節４・共済費

までは、職員３９人分の補正として３５２万１

０００円を減額しております。減額の理由とし

ましては、職員９人の育児休業等による影響が

主なものでございます。 

 また、節１２・委託料で３７３万８０００円

を増額しております。これは、健康増進事業に

おいて、健診情報についてマイナンバー制度を

活用し、マイナポータルでの閲覧や市町村間で

の情報連携を開始するに当たり、必要なシステ

ム改修に要する経費を補正するものです。な

お、特定財源として国庫支出金があります。 

 また、節１８・負担金補助及び交付金で２６

９万５０００円を増額しております。これは、

水道施設補助金事業において、二見洲口町の舟

津地区水道組合から申し出のあった受水槽の取

替えに係る補助金の交付に要する経費を補正す

るものです。なお、節２７・繰出金の６３万５

０００円の増額は、診療所特別会計の人件費補

正分に対する繰出金です。 

 最後に、目２・予防費で補正額２億１５２１

万１０００円の増額を計上しております。新型

コロナウイルスワクチン接種事業の２億１３０

３万３０００円は、新型コロナウイルスワクチ

ンの３回目の追加接種を実施するために必要な

経費を補正するものです。なお、特定財源とし

て、全額国庫補助金と寄附金があります。 

 また、各種予防接種事業の２１７万８０００

円は、先ほどの健診情報と同様に、マイナンバ

ー制度を活用した情報連携の対象として、新型

インフルエンザ等対策特別措置法に基づく予防

接種が追加されたため、必要なシステム改修に

要する経費を補正するものです。なお、特定財

源として、国庫支出金があります。 

 以上で議案第１３２号・令和３年度八代市一

般会計補正予算・第８号のうち、健康福祉部所

管分等の説明とさせていただきます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 手前のほうから。健

診データをマイナポータルと連携するというこ

とでしたけども、この利用率というのはどの程

度考えられますか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（稲本京子君） 健康推進課の稲本

です。 

 マイナポータルの利用率ですけども、今現

在、マイナンバーカードの普及が全体の３割程

度と聞いておりますので、その普及率が上昇す

ると、今後周知をすることで利用のほうも上が

ってくるかなと思いますけど、具体的に今どの

くらいを見込んでいるかというのは、すいませ

ん、そこまではこちらのほうもつかんでいない

ところです。 

○委員（橋本徳一郎君） 実際、医療現場でも

マイナンバーの読み取りする機械とかもです

ね、なかなか入ってないというのもあるんでで

すね。国の制度なんで整備せざるを得ないとい

う部分もあるのかもしれないんですけれど、こ

の辺の利用とかは慎重に行っていただきたいな

と思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） すいません。水道施

設補助金事業の舟津地区の受水槽の件なんです
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けど。これ、今、世帯って、どのくらいぐらい

あるんですか。供給世帯です。 

○水道局次長兼工務係長（松岡長武君） 水道

局、松岡でございます。 

 世帯数としては約３５世帯あるというふうに

聞いております。 

 以上です。（委員中山諭扶哉君「ありがとう

ございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） この水道施設補助金事

業というのは、条例で定められてるということ

で認識をしてよろしいんでしょうか。 

 それにあって、この舟津地区の前回の取替え

と、ほかに該当するところの地域、お分かりで

したら、答弁お願いできればと思います。 

○水道局次長兼工務係長（松岡長武君） まず

１点目、いつ頃のということでございますが、

このタンクが平成１１年に設置された２０トン

のタンクでございます。 

 それと、こちら条例でございますが、八代市

水道施設補助金交付規則というのがございまし

て、これにのっとって交付をするという形でご

ざいます。 

 それから、そのほかどういったところがある

のかというところでございますが、今年１件申

請があってるのが、坂本町瀬戸石地区の水道組

合さんのほうから１件申請が出ているというと

ころでございます。 

 以上でございます。（委員大倉裕一君「あり

がとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 総合福祉センターの空

調設備、老朽化で故障しましたということでし

た。通常、原状復旧といいますか、集中管理の

ものであれば集中管理の方式へというのが、行

政、今までやってこられたルールだったと思い

ますが、大きな流れだったと思うんですけど、

今回、個別空調機というふうなお話だったと思

います。どういった御検討の結果そういうふう

になったのか、もう少し詳しくお願いしたいと

思います。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 健

康福祉政策課の野田でございます。よろしくお

願いいたします。 

 この総合福祉センターにつきましては、昭和

５０年、１９７５年から使用しておりまして、

もう４５年以上経過している施設になってまい

ります。 

 それで、集中管理方式の空調が、一応昭和４

９年度の製造の機械ということで老朽化で故障

しまして、機器が古く修理不能ということでご

ざいました。 

 そこで、営繕課職員あたりとも、一応現地を

見まして協議したところ、個別のほうがいいと

いう判断の中で、こういうふうにした次第でご

ざいます。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 個別のほうがいいとい

う、その理由がやっぱりあると思うんですよ。

どういった検討をされた結果として、個別のほ

うがいいですよという、そういう判断をされた

と思うんですけど、そこを答弁をお願いしたい

んですけど。 

○健康福祉政策課主幹兼政策係長（秋永誠一

君） 健康福祉政策課の秋永と申します。 

 個別空調機器の導入の理由といたしまして

は、やはり集中管理方式と違いましてですね、

個別のほうは今、安価でですね、あと故障時に

ですね、個別対応ができるということと、あと

利用時間等を考えましてですね、その使用時間

のみ使用ができるということが上げられます。

それと電気料のコストあたりもですね、個別で
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その時間だけ使えば電気料もお安くなるという

ところで、個別空調のほうを選んでいただいた

というふうな形になります。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（大倉裕一君） その効果というのはど

れくらいかというところまで算定されてます

か。 

○健康福祉政策課主幹兼政策係長（秋永誠一

君） これ、営繕課に確認したところですね、

時間当たりのワット数がですね、以前の集中管

理方式であれば時間当たり３０キロワットと、

個別空調機であれば２１キロワットということ

で、大体そのワット数から換算いたしますと２

割から３割ぐらい電気代のほうはお安くなるん

じゃないかというふうに伺っております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） 具体的な数値は出され

てないということでいいんですよね。安価にな

るというところは分かるんですけど、そこの個

別的なところをどれぐらい安くなったのかとい

うところを聞きたかったんですけど。いいで

す、もう。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。い

いですね、じゃ。 

 ほかありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 後期高齢者医療広域

連合の負担金の補正についてなんですが、令和

２年が一般的に受診抑制、介護利用抑制という

のがあったと思うんですけど、後期高齢がちょ

っと増えてるという理由はどういうことですか

ね。理由が分かれば教えていただきたいです

が。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課の西田でございます。 

 後期高齢者医療広域連合の負担金が増えた理

由ということで、これ、毎年度ですね、後期高

齢者の広域連合で次の年の医療費の伸びを、医

療費の見込みを立ててですね、各市町村に割当

てをいたしますが、広域連合が見込んだ医療費

の伸びよりもですね、本市の医療費の伸びが大

きく上回ったということでございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） いや、確かにそのと

おりだと思うんですが、その伸びた理由はどう

いったことだったのかなというのが分かればと

思いまして、聞いたんですけど。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） ねんき

ん、西田でございます。 

 医療費の増加した要因としましてですが、科

目ごとに伸びたところではですね、医科の入院

と調剤報酬が１０％前後伸びているということ

でございます。特に医療費の増加傾向につきま

しては、骨折が上げられます。１件に対する医

療費も増加傾向にあるということでございま

す。また、調剤関係につきましてはですね、難

病に対する高価な薬品の使用によるものが増え

ているということで、それらによって医療費が

増加したものと考えております。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） 分かりました。骨折

とか、難病、入院とかいうことですので、やは

り日常の運動。外に出たり、運動するのが大分

減ってるのも影響するのかなと思いますので、

そういった政策もちょっと今後考えていってい

ただきたいと思います。意見でお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 新型コロナウイルスワ

クチン接種３回目の件で。２回目のことと併せ

てという形になるんですけど。今回２回目は接

種に行かれるタクシー利用助成券だったですか

ね、交通費の補助を出されたと思うんですけ

ど、３回目はどんなされるんでしょうか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（稲本京子君） 健康推進課、稲本
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です。 

 ３回目のタクシー利用助成についても、１・

２回目同様、６５歳以上の高齢者を対象に考え

ております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） すいません。１・２回

目の実績という形では、どのくらいの予算に対

してどれぐらいの実績が上がったんでしょう。

もし、担当課のほうに市民の方からのお声あた

りが届いておりましたら、そちらのほうも御紹

介いただければと思います。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 健康推進

課、森田でございます。 

 １・２回目接種の高齢者タクシー利用助成で

ございますが、お１人に２回接種分で４枚の助

成券を交付しております。交付枚数は１６万１

７６０枚交付しておりまして、そのうち１０月

までの利用でございますが、１万４６３０枚の

利用があっております。割合でしますと、９.

９％の割合でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。

（｢市民からの反応」と呼ぶ者あり） 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） すいませ

ん。市民からの反応でございますが、お電話等

で、移動の支援ということでタクシー利用助成

につながったという御意見もいただいておりま

すし、医療機関のほうからも駐車場あたりの混

雑が解消したというような御意見等もいただい

ているところです。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） すいません。利用率っ

て、９％ですか。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 接種回数で

申し上げますと、８万１４０２回接種されたう

ち、８８４３回の御利用があっておりますの

で、利用率としては１０.９％の利用というこ

とになりますので、おおむね高齢者の方の１割

程度の方がタクシーの利用を助成されたという

ことになります。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） 私もですね、このタク

シー利用助成という部分では、市内の高齢者の

皆さんにとってはもう不要だという声が届きま

した。しかし、一方では、ほかの山間部といい

ますか、のほうの方からすると非常にありがた

かったというお声もいただきました。 

 そういったところでは、もう少し丁寧な行政

からの説明もあってもいいのかなというふうに

思いますので、どこに焦点を当ててサービスを

するかというところになってくるかなと思うん

ですけど、市内の方に焦点を当てたら、やっぱ

り不便になられるので、私は山間部の皆さんの

声に基づいてそういった補助があっていいのか

なというふうに思いますので、ぜひ利用率が上

がるようにですね、もうちょっと行政のほうか

らも説明をお願いしておきたいなというふうに

思います。 

 最後はもう意見で。 

○委員長（中村和美君） はい、分かりまし

た。 

○委員（橋本徳一郎君） そのワクチン接種の

タクシー利用助成ですけど、交通弱者、いわゆ

る身体障害の方とかですね、そういった方から

もちょっとぜひ使わせてほしいということもあ

りましたけども、途中ちょっと担当課に問い合

わせましたが、予算を組む予定はないというこ

とですけど、今後そういうのを検討されるとい

うのはどうでしょう──ありますか。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（稲本京子君） 健康推進課、稲本

です。 

 交通弱者の障害者等へのということなんです
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けれども、検討いたしましたけれども、１・２

回目同様、今回も高齢者を対象と考えておりま

す。高齢者が新型コロナウイルス感染症に重症

化しやすいということもありまして、なるべく

接種率を高めたいということで、県内の実施状

況も把握しまして、６５歳以上の高齢者という

ことにさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） 障害を持たれる方は

ですね、免疫系があまり強くないという方も結

構おられるのでですね、その辺も検討をお願い

したいと思います。意見でお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ほかになければ、以

上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、当委員会関係分について

は、原案のとおりに決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午前１０時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４２分 本会） 

◎議案第１５８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第９号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５８号・令和３年度八代市一

般会計補正予算・第９号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第３款・民生費について、

健康福祉部から説明願います。 

○こども未来課長（岩崎龍一君） こども未来

課の岩崎と言います。よろしくお願いいたしま

す。着座にて説明させていただきます。 

 それでは、議案第１５８号・令和３年度八代

市一般会計補正予算書・第９号をお願いいたし

ます。 

 文教福祉委員会付託分について御説明いたし

ます。なお、補正予算の内容は、国の新型コロ

ナウイルス感染症緊急経済対策において、新型

コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世

帯を支援する取組の一つとして、臨時特別給付

金を支給することが決定されたため、追加提案

としたものでございます。 

 まず、２ページをお願いします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、款３・民生費、項２・児童福祉費で９億

６８０２万６０００円を追加し、補正後の予算

額は１０６億６９５万２０００円とし、民生費

の総額は、１つ上になりますが、２５３億７５

２万１０００円としております。 

 続きまして、７ページをお願いします。歳出

の具体的な内容を説明いたします。 

 上の表になりますが、款３・民生費、項２・

児童福祉費、目４・子育て世帯臨時特別給付金

給付事業費で９億６８０２万６０００円を計上

しております。これは、子育て世帯への臨時特

別給付金給付事業において、新型コロナウイル

ス感染症による影響が長期化し、その影響が

様々な人々に及ぶ中、子育て世帯を力強く支援

し、その未来を拓く観点から、１８歳までの子

供さんを養育している方に対し、子供１人当た

り５万円の現金を支給するものでございます。

なお、本給付金には、子供を養育している方に

所得制限が設けられており、令和３年度の所得

が児童手当の所得制限限度額内の方が対象とな

ります。また、支給対象者には、令和３年９月

分の児童手当の支給対象児童や令和３年９月３
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０日時点で高校生世代の子供を養育する者に加

え、令和４年３月３１日までに出生した児童を

養育する者も含まれます。 

 支出のうち主なものでございますが、通知発

送の郵便料等の役務費などの事務費と給付金の

給付費でございます。なお、給付費は、支給対

象児童約１万９３００人と見込んで計上いたし

ました。また、特定財源として、国庫支出金が

１０分の１０あります。 

 今後のスケジュールとしましては、支給対象

者には事前に案内通知を発送し、令和３年９月

３０日において、児童手当に該当する児童及び

高校生のきょうだい分については、プッシュ型

支給、いわゆる申請不要で児童手当登録口座に

年内に振り込む予定としております。そのほ

か、高校生のみを養育する者及び公務員につい

ては令和４年１月６日より申請を受け付け、随

時速やかに支給することとしています。 

 以上で、議案第１５８号・令和３年度八代市

一般会計補正予算・第９号の説明とさせていた

だきます。御承認のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 今、話題になってる

ところの現金支給だと思いますけど、昨日です

けど、岸田首相が１０万円現金一括もあり得る

というふうなことを答弁されています。これに

ついては、八代市としては、それを受けてとい

うのはないんでしょうか。 

○こども未来課長（岩崎龍一君） 今回の給付

金につきましては、当初１８歳以下の１０万円

の給付ということで、年内に現金の５万円とい

うことで、その後にクーポンの給付ということ

で、国のほうから示されておりましたので、そ

の方針に基づいて今回も補正を上げているとこ

ろでですね、今回、クーポンとか、現金とかに

ついて、今後、情報も錯綜しておりますので、

国の正式な通知等来たらですね、今後の現金給

付等もですね、踏まえて検討していくというこ

とにしております。 

○委員（橋本徳一郎君） 一括になるとちょっ

と年内というのは厳しいのかもしれませんけど

も、クーポンというと事務費なども結構かかっ

てくるというのもあるので、できるだけ現金で

していただけたらなというふうに私は思いま

す。意見でお願いします。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 大変な業務量になるん

ではないかなというふうに推察してるんですけ

ども。例えば、臨時的な雇用をされるとか、そ

ういった対応というのは、今回必要ないんでし

ょうか。 

○こども未来課長（岩崎龍一君） 今後、国の

方針というかですね、正式な通知というのもあ

るんですけれども、ちょっとクーポンになった

ら、相当な事務量になるというふうに考えられ

ますので、いろいろ室をつくったりとか、そう

いうことも検討しないといけないかと思います

けれども、現金給付であればですね、今回、先

行型の給付に追加して、同じ対象者ということ

になりますので、現金になると、その辺の事務

というのは低減できるのかなというふうに思っ

ております。 

○委員（大倉裕一君） 今回の現金給付につい

ては今のスタッフで対応が、大変なんでしょう

けど、やっていきますということで認識をした

いというふうに思います。 

 今、橋本委員のほうからもありましたけれど

も、時間外をして業務委託をやって、たくさん

のまた金額を使いながらクーポンを給付してい

ったほうがいいのか、直接現金で支給したほう

がいいのかというところはしっかりまた担当課

のほうで御検討をですね、していただきまし

て、こちらの委員会のほうにもまた御報告をい

ただければというふうに思いますので、よろし
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くお願いしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。ほかあり

ませんですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第９号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５１分 本会） 

◎議案第１３３号・令和３年度八代市国民健康

保険特別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３３号・令和３年度八代市国

民健康保険特別会計補正予算・第１号を議題と

し、説明を求めます。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課の西田でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。座って説明させていただきた

いと思います。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 失礼しま

す。それでは、議案第１３３号・令和３年度八

代市国民健康保険特別会計補正予算について説

明させていただきます。 

 今回の補正予算における人件費の補正内容に

つきましては、先ほどの民生費等と同様、人事

異動や育児休業に伴う給料、諸手当の増減や市

町村職員共済組合の負担金の率改定等の影響に

よる人件費の増減額を補正するものでございま

す。 

 それでは、予算書の１ページをお願いいたし

ます。 

 第１条において、歳入歳出予算の総額から歳

入歳出それぞれ９９６万６０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１６９億１８４

９万円といたしております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の下の表、歳出で

ございますが、款１・総務費、項１・総務管理

費で９９６万６０００円を減額補正し、補正後

の予算額を１億９２２９万２０００円といたし

ております。 

 続きまして３ページをお願いいたします。 

 第２表・債務負担行為補正の表でございま

す。１項目めの診療報酬明細書点検整理等業務

委託は、医療機関から熊本県国民健康保険団体

連合会を通して請求される診療報酬明細書の点

検委託に係る経費で、期間を令和３年度から令

和４年度とし、限度額を各点検項目の単価に取

扱い件数を乗じて得た額に消費税及び地方消費

税の額を加算した額といたしております。 

 ２項目めの国民健康保険証作成経費は、保険

証の印刷に係る経費で、期間を令和３年度から

令和４年度とし、限度額を３１７万９０００円

といたしております。いずれも令和４年度当初

から履行を開始するもので、予算執行の事前準

備として新年度開始前に契約締結を行う必要が

ありますので、債務負担行為の設定を行うもの

でございます。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

いたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 下の表の款１・総務費、項１・総務管理費、
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目１・一般管理費で９９６万６０００円の減額

を計上しております。節の欄ですが、節２・給

料から節４・共済費までの９９６万６０００円

の減額の理由としましては、人事異動に伴う給

料、諸手当の減額や職員１人の育児休業による

影響が主なものでございます。 

 また、歳入につきましては、上の表の款４・

繰入金、項１・一般会計繰入金、目１・一般会

計繰入金で９９６万６０００円の減額を計上し

ております。 

 以上で、議案第１３３号・令和３年度八代市

国民健康保険特別会計補正予算・第１号の説明

を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 診療報酬明細、レセ

プトの点検の委託というのがありますけど、例

年どのくらいお支払いされてるんですか。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 令和２年

度の実績で委託料が８０４万９７００円でござ

います。 

○委員（橋本徳一郎君） これはもう、ここに

書いてあるとおり、純粋に件数に応じたという

ことですかね。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） はい、そ

うでございます。 

○委員（橋本徳一郎君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３３号・令和３年度八代市国民健康

保険特別会計補正予算・第１号については、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１３４号・令和３年度八代市後期高齢

者医療特別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１３４

号・令和３年度八代市後期高齢者医療特別会計

補正予算・第１号を議題とし、説明を求めま

す。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課、西田でございます。引き続き、よろし

くお願いいたします。座って説明させていただ

きます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 議案第１

３４号・令和３年度八代市後期高齢者医療特別

会計補正予算について説明させていただきま

す。 

 今回の補正予算における人件費の補正内容に

つきましては、国民健康保険特別会計と同様、

人件費の増減額を補正するものでございます。 

 それでは、予算書の１ページをお願いいたし

ます。 

 第１条において、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ１６９万１０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１９億８０７２万

７０００円といたしております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の下の表、歳出で

ございますが、款１・総務費、項１・総務管理

費で１６９万１０００円を増額補正し、補正後

の予算額を６４０２万７０００円といたしてお

ります。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

いたします。 
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 ５ページをお願いいたします。 

 下の表の款１・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費で１６９万１０００円の増額

補正をお願いしております。節の欄ですが、節

２・給料から節４・共済費までの１６９万１０

００円の増額の理由としましては、人事異動に

伴う給料、諸手当の増額や共済組合負担金の率

改定による影響が主なものでございます。 

 また、２.歳入につきましては、上の表の款

４・繰入金、項１・一般会計繰入金、目１・事

務費繰入金に歳出と同額の１６９万１０００円

の増額を計上しております。 

 以上で、議案第１３４号・令和３年度八代市

後期高齢者医療特別会計補正予算・第１号の説

明を終わります。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３４号・令和３年度八代市後期高齢

者医療特別会計補正予算・第１号については、

原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会します。 

（午前１１時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０１分 本会） 

◎議案第１３５号・令和３年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３５号・令和３年度八代市介

護保険特別会計補正予算・第１号を議題とし、

説明を求めます。 

○長寿支援課長（成年後見支援センター所長兼

務）（石本 淳君） おはようございます。長

寿支援課の石本でございます。よろしくお願い

いたします。それでは、着座にて説明をさせて

いただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○長寿支援課長（成年後見支援センター所長兼

務）（石本 淳君） 議案第１３５号・令和３

年度八代市介護保険特別会計補正予算・第１号

につきまして御説明いたします。なお、今回の

補正予算における人件費の補正内容につきまし

ては、他の特別会計と同様、人事異動に伴う給

料、諸手当の増減や市町村職員共済組合の負担

金の率改定等の影響による人件費の増減額を補

正するものでございます。 

 それでは、予算書の１ページをお願いいたし

ます。 

 第１条におきまして、歳入歳出それぞれ３８

８８万３０００円を追加し、補正後の歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１４７億２０２

５万４０００円としております。 

 ２ページをお願いします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の下段の表、歳出

でございますが、款１・総務費、項１・総務管

理費で６７４万円を減額補正し、補正後の予算

額を２億２３８９万１０００円としておりま

す。 

 また、款５・諸支出金、項１・償還金及び還

付加算金で４５６２万３０００円を増額補正

し、補正後の予算額を４７９７万３０００円と

しております。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

いたします。 

 ６ページをお願いいたします。 
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 まず、上段の表、款１・総務費、項１・総務

管理費、目１・一般管理費において、職員３２

人分の補正として、給料、職員手当等、共済費

を合わせて６７４万円を減額しております。減

額の理由は、人事異動等に伴う給料、諸手当の

減による影響、職員２人の育児休業による不用

額が主なもので、補正後の予算は２億２３８９

万１０００円といたしております。 

 続きまして下段の表、款５・諸支出金、項

１・償還金及び還付加算金、目１・償還金及び

還付加算金に４５６２万３０００円を増額し、

補正後の額を４７９７万３０００円としており

ます。 

 内容につきましては、説明欄の国県等償還金

事業になります。これは、令和２年度の介護給

付費及び地域支援事業費の確定に伴い、超過交

付となりました負担金及び交付金について、国

及び県へ返還するものでございます。 

 また、歳入につきましては５ページをお願い

いたします。 

 上段の表、款８・繰入金、項１・一般会計繰

入金、目１・一般会計繰入金、下段の表、款

９・繰越金、項１・繰越金、目１・繰越金で、

それぞれ歳出と同額を計上しております。 

 以上で、議案第１３５号・令和３年度八代市

介護保険特別会計補正予算・第１号の説明を終

わります。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３５号・令和３年度八代市介護保険

特別会計補正予算・第１号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午前１１時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０８分 本会） 

◎議案第１３８号・令和３年度八代市診療所特

別会計補正予算・第１号 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３８号・令和３年度八代市診

療所特別会計補正予算・第１号を議題とし、説

明を求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 健

康福祉政策課、野田でございます。よろしくお

願いいたします。失礼しまして、着座にて説明

させていただきます。 

 それでは、別冊となっております議案第１３

８号・令和３年度八代市診療所特別会計補正予

算・第１号について御説明いたします。 

 今回の補正予算における人件費の補正内容に

つきましては、先ほどの健康福祉部と同様、人

事異動による給料、諸手当の増減や市町村職員

共済組合の負担金の率改定等の影響による人件

費の増減額を補正するものでございます。 

 補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条で歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ６３万５０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７８５５万３０００

円としております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表・歳入歳出予算補正の歳出でございま

すが、款１・総務費、項１・総務管理費で６３

万５０００円を増額補正し、補正後の総額は７

６９４万１０００円としております。 

 ３ページをお願いいたします。 
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 第２表・債務負担行為で、医療事務業務委託

に要する経費について、来年度にかけて債務負

担行為を設定いたしております。限度額につき

ましては、単価契約となりますことから、１件

当たり８００円に、取扱い件数を乗じて得た額

に消費税及び地方消費税を加算した額８０万円

を限度額といたしております。これは、泉町に

ございます椎原診療所において、保険診療報酬

の請求に係る医療事務を民間業者に委託してお

りますが、新年度予算で契約するに当たり、４

月１日の事業開始前に契約相手方の決定等の事

前準備が必要になることから、今回、債務負担

行為を設定するものでございます。 

 それでは、歳出の具体的内容について御説明

いたします。 

 ６ページをお願いいたします。 

 下の表の款１・総務費、項１・総務管理費、

目１・一般管理費で補正額６３万５０００円の

増額を計上しております。節の欄ですが、節

２・給料から節４・共済費までの６３万５００

０円の増額の理由としましては、人事異動に伴

う諸手当の増額や共済組合負担金率改定による

影響が主なものでございます。 

 また、歳入につきましては、上の表の款４・

繰入金、項１・一般会計繰入金、目１・一般会

計繰入金で６３万５０００円の増額を計上して

おります。 

 以上で、議案第１３８号・令和３年度八代市

診療所特別会計補正予算・第１号の説明を終わ

ります。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３８号・令和３年度八代市診療所特

別会計補正予算・第１号については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４４号・指定管理者の指定について

（八代市泉地域福祉センター、八代市泉憩いの

家、八代市五家荘デイサービスセンター、八代

市柿迫生きがいセンター） 

○委員長（中村和美君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第１４４号・八代市泉地域福祉セ

ンター、八代市泉憩いの家、八代市五家荘デイ

サービスセンター及び八代市柿迫生きがいセン

ターに係る指定管理者の指定についてを議題と

し、説明を求めます。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 引

き続き、よろしくお願いいたします。それでは

また座って説明させていただきます。 

 それでは、議案第１４４号・指定管理者の指

定について、議案の４ページになりますが、タ

ブレット端末の指定管理者候補者の選定結果に

ついてというタイトルの資料に基づいて説明さ

せていただきます。 

 今回、指定管理候補者を選定いたしました八

代市泉地域福祉センター等福祉施設につきまし

ては、現在、社会福祉法人八代市社会福祉協議

会を指定管理者としているところでございます

が、令和４年３月３１日をもちまして期間満了

となります。新たに指定管理を行うに際しまし

ては、地方自治法第２４４条の２第６項の規定

により、指定管理者の指定について議会の御承

認をいただく必要がございますが、今回、その

指定管理者の候補者を選定いたしましたことか
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ら提案させていただくものでございます。 

 １の施設の概要を御覧ください。 

 今回御提案いたしましたのは、健康福祉政策

課で所管しております八代市泉地域福祉センタ

ー、八代市泉憩いの家、八代市五家荘デイサー

ビスセンター及び八代市柿迫生きがいセンター

の４施設に係る指定管理者の指定についてでご

ざいます。 

 ２の指定の期間は、令和４年４月１日から令

和７年３月３１日までの３年間となり、３の提

案価格は６６９８万４０００円でございます。 

 ４の指定管理者候補者の概要ですが、今回の

指定管理者候補者は、現在の４施設の指定管理

者である社会福祉法人八代市社会福祉協議会

で、所在地は八代市本町１丁目９番１４号でご

ざいます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ５の指定の経緯ですが、この指定管理者の候

補者選定につきましては、１０月５日から１０

月２９日までの間で公募を行いましたところ、

２者から申請がございました。これを受けて、

１１月９日に指定管理者候補者選定委員会を開

催し、次のページの選定集計表にありますよう

に、各委員が選定項目に沿ってそれぞれ審査し

た結果、評点の平均点が最も高い社会福祉法人

八代市社会福祉協議会を候補者に選定したとこ

ろでございます。 

 以上で、議案第１４４号・指定管理者の指定

についての御説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 今回も公募をされて２

者応募があったということで、ちょっと安堵し

たんですけども、提案価格については、現在指

定管理者を受けていらっしゃるところとどんな

状況になるんですかね。前回の委託期間と今回

の委託、提案価格というのはどういう違い、ほ

ぼ同じ価格なんですか。 

○理事兼健康福祉政策課長（野田章浩君） 前

回も３年間で一応指定期間を設けまして、前回

の提案価格につきましては、７５０３万２００

０円となっております。今回が６６９８万４０

００円ですので、約８００万ぐらい減額という

ふうになっております。 

 以上です。 

○委員（大倉裕一君） これ、従業員さんへの

賃金というのをやっぱりきちんと出されるとい

うところで、社協のほうは公募されてるという

ふうに思うんですけども、７５００万円だか

ら、９００万円ぐらい前回と違う。年間３００

万というと、１人のパートさんを雇うとかとい

うようなですね、それぐらいの金額変わってく

るんですよ。その辺りをきちんと評価をされて

いるのかどうか、その点いかがですか。 

○健康福祉政策課長補佐（相澤 誠君） おは

ようございます。お世話になります。 

 今、委員さん御質問の８００万円ほど、一応

減額ということで、今まで３年間の実績を一応

計算しまして、歳入のほうも多く、特に泉の地

域福祉センターですかね、そちらのほうのデイ

サービスのほうの収入が増えたもんですから、

見込みより多く入ってきてるもんですから、そ

の分、委託料が逆に減ったということになりま

す。賃金等を減らしたとかいうことでもござい

ませんし。賃金減らすと、例えば、今回、五家

荘とかはですね、なかなか職員の方が来てくれ

ないような状況もございますので、そこはもう

減らさないところで、社協さん、逆にもう増や

してですね、人員を確保したいということで思

っておられるということになっております。 

 以上でございます。 

○委員（大倉裕一君） 了解しました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 
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○委員（橋本徳一郎君） 選定集計表の中に、

経費削減のということもありましたけれども、

これについて、先ほど言われた人件費もありま

すけど、そのサービス内容の中にあんまり影響

はないような形で検討はされてるかなと思うん

ですけども。その内容まで踏み込んだ審査をさ

れてるなと思いまして、聞きたいと思います。 

○健康福祉政策課長補佐（相澤 誠君） 今、

委員さん御質問の件でございますが、一応、経

費削減ということで、４つの施設を１つの法人

のほうで一応管理しますので、その分いろんな

発注とかですね、そういったのが一括してでき

るというふうなことがあります。そういった面

で経費の節減が図られてるということになって

る状況でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） そういう必要経費の

部分でですね、資材の見直しなんかで減らして

いただくのは大変結構だと思います。このサー

ビス内容をですね、できるだけ低下させずにい

ろんな方が参加できるような形でですね、サー

ビスを行っていただいたらと思います。 

 以上。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４４号・八代市泉地域福祉センタ

ー、八代市泉憩いの家、八代市五家荘デイサー

ビスセンター及び八代市柿迫生きがいセンター

に係る指定管理者の指定については、可決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会します。 

（午前１１時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２１分 本会） 

◎議案第１６０号・財産の取得について（八代

市小・中・支援学校ＩＣＴ機器類（タブレット

端末機、モニター類、無線機（アクセスポイン

ト））） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１６０号・財産の取得について

（八代市小・中・支援学校ＩＣＴ機器類（タブ

レット端末機、モニター類、無線機（アクセス

ポイント）））を議題とし、説明を求めます。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 教育政

策課、松川でございます。 

 それでは、議案第１６０号・財産の取得につ

いて着座にて御説明させていただきます。 

 議案３ページになります。 

 まず、１ 取得する財産でございますが、八

代市立小・中・支援学校ＩＣＴ機器類でござい

ます。主なものといたしまして、タブレット端

末３４０台、モニター８１２台、無線ＬＡＮ２

８６台などでございます。 

 本市では、昨年度、国のＧＩＧＡスクール構

想の実現に向け、普通教室等へのネットワーク

環境整備や児童・生徒の１人１台端末整備な

ど、ＩＣＴ環境の一体的整備を行い、タブレッ

ト端末を活用した授業や家庭学習を展開してき

ております。 

 しかしながら、そのような授業を実施してい

く中で、教職員への１人１台タブレット端末の

整備や特別教室等の通信環境整備、職員室・校

長室などの通信環境の無線化といった新たな課

題が見えてまいりました。その課題解決のため

として、補正予算を９月定例会でお認めいただ

いていたＩＣＴ機器類でございます。 
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 次に、２ 取得予定価格は、税込みで７８４

４万５４００円。また、３ 契約の相手方は、

八代市東片町２５５番地１０８号、株式会社レ

イメイ藤井八代営業所でございます。 

 提案理由でございますが、予定価格が２００

０万円以上の動産取得につきましては、八代市

有財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定により議会の議決を経る必要があるとのこと

から、今回御提案させていただいているもので

ございます。 

 それでは、資料を配付させていただいており

ますので、それに沿って購入予定のＩＣＴ機器

類について御説明させていただきます。 

 資料の２ページを御覧ください。 

 購入機器一覧としております。全部で７つの

機器を購入予定でございます。 

 まず、タブレットパソコン３４０台です。教

職員１人に１台タブレットパソコンを配付する

ため、不足する３４０台を購入するものでござ

います。配付予定の教職員は８１２名となりま

すが、各普通教室用として既に配付していたタ

ブレットパソコンが４７２台ございますので、

それを除いた不足分３４０台を購入するもので

ございます。 

 次のソフトウエアは、このタブレットパソコ

ンに入れるソフトでございます。 

 次、３番から６番のモニター、ＵＳＢキーボ

ード、ＬＡＮアダプタ、ＨＤＭＩケーブルは、

タブレットパソコンの画面が小さいことから、

校務で使用することを考え整備するものでござ

います。モニター等につきましては、今回タブ

レットパソコン配付予定の全教職員８１２名分

を予定しております。 

 最後、無線ＬＡＮにつきましては、ＩＣＴ教

育推進のため、理科室や音楽室などの特別教室

及び体育館等へのネットワーク環境整備として

１６９台、また、教職員の執務室の無線化への

取組として１１７台、計２８６台を予定してい

るところでございます。 

 メーカー及び仕様につきましては、資料に記

載のとおりとなっております。 

 購入機器について所管します教育政策課から

の説明は以上です。よろしくお願いいたしま

す。 

○契約検査課長（岩崎伸一君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）契約検査課の岩崎でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 取得財産の説明に続きまして、その入札契約

につきまして着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○契約検査課長（岩崎伸一君） それでは、資

料の３ページを御覧ください。 

 初めに、１ 競争入札に関する事項でござい

ますが、令和３年１０月２６日に本件を制限付

き一般競争入札に付す旨、公告いたしておりま

す。次に、２ 競争入札に参加する者に必要な

資格としましては、入札実施日を基準として、

（１）に記載した５つの条件を全て満たすこと

を要件といたしております。 

 １つ目のアと２つ目のイを併せて申し上げま

すと、物品・役務の令和２、３年度八代市競争

入札参加有資格者名簿におきまして、コンピュ

ーター関係機器類を希望し、かつ八代市内に営

業所を有する者として登載された者であるこ

と。 

 ３つ目のウと４つ目のエを併せて申し上げま

すと、公告日から契約締結日までの間に八代市

競争入札参加資格者指名停止等措置要領の規定

に基づく指名停止期間中でなく、かつ八代市契

約等からの暴力団等排除措置に関する要綱の規

定に基づく排除措置期間中でないこと。 

 ５つ目のオは、八代市における物品・役務の

競争入札有資格者間において資本や人的関係の

ある複数の者の参加でないこと。 
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 これらを資格要件としたところでございま

す。 

 次に、３ 開札及び結果でございますが、公

告日の翌日から競争参加資格確認申請書及び入

札書の受付を行い、１１月１７日に開札を行っ

た結果、５者の応札がございまして、株式会社

レイメイ藤井八代営業所が７１３１万４０００

円で落札されております。 

 最後に、４ 契約の概要でございますが、契

約の件名は、入札件名と同じ、八代市小・中・

支援学校ＩＣＴ機器類購入であり、契約の相手

方である株式会社レイメイ藤井八代営業所と、

消費税を加算いたしました契約金額７８４４万

５４００円で、議会の議決をいただいたとき、

本契約となる条件を付した仮契約を１１月２２

日に締結したところでございます。 

 なお、物品・役務関係の入札におきまして

は、同一の物品や業務を反復または継続して発

注することが多いため、予定価格は公表いたし

ておりませんが、落札率はおおむね９４％でご

ざいました。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 購入機器の中でＬＡ

Ｎアダプタっていうふうにあるんですけども、

資料の２ページですね。無線ＬＡＮであるとい

うふうに認識してますけど、これ、何のために

購入される。 

○教育政策課主幹兼学校管理係長（松本 豊

君） おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）ただいまのＬＡＮアダ

プタの使用用途について御説明をいたします。 

 まず、タブレットパソコンを大型モニターに

接続するとなった場合にＨＤＭＩのケーブルで

接続するということになります。タブレットパ

ソコンのほうに現在、ＨＤＭＩのケーブル端子

がないもんですから、それをこのアダプタのほ

うで代用するというところと、無線がきちんと

つながらない場合を想定してＬＡＮの機能もで

すね、ついたのを入れております。最近のタブ

レットパソコンにはですね、無線のＬＡＮのジ

ャックがないもんですから、それも兼ね備えた

アダプタを入れたところでございます。（委員

橋本徳一郎君「無線ジャック」と呼ぶ）ＬＡＮ

ケーブルを入れるジャックのことです。（委員

橋本徳一郎君「有線ですね」と呼ぶ）はい。で

ございます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） あと、ソフトウエア

のサーバー管理のライセンス料というのがある

んですけど、これは単独でのそれぞれのライセ

ンス管理というのじゃなくてサーバーですると

いう意味での管理料でいいんでしょうか。 

○教育政策課主幹兼学校管理係長（松本 豊

君） サーバー管理ソフト、通称ＣＡＬという

んですけれども、これは学校に生徒用のサーバ

ーと教師用のサーバーを入れております。その

サーバーにアクセスするための管理──ウイン

ドウズのほうが出しているんですけれども、そ

れの端末１台ごとにそのＣＡＬをライセンスと

して入れる必要があったため、購入したもので

ございます。今入ってるタブレットパソコン、

もしくは校務用のノートパソコンのほうにも全

てこれがライセンスとしてついてるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ということは、ライ

センス管理をサーバーで一括してということの

ためのということですね。はい、理解しまし

た。 

○委員（中山諭扶哉君） タブレットパソコン

が３４０台に対してモニターが８１２台になっ

ているという、モニターセットですね。これは

どういう理由なんですかね。 
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○理事兼教育政策課長（松川由美君） 説明で

少しお話をさせていただいたんですけれども、

今現在ですね、各普通教室に１台ずつタブレッ

トパソコンを入れております。なので、それも

活用して必要な先生方に配付するということに

しておりますので、本来でしたら８１２名の先

生方にお渡しする。ただ、今、普通教室に使っ

ているタブレットパソコンも活用するというこ

とで、その不足分だけを今回購入するというこ

とで、それが３４０台ということになります。 

 以上です。 

○委員（中山諭扶哉君） ありがとうございま

す。通常業務で使われるのになぜタブレットパ

ソコンじゃないといけなかったのかというとこ

ろがあります。校長先生とかですね、特にタブ

レットパソコンじゃなくてもいいんじゃないか

というふうに思うんですけど、そこについては

何か。どういう理由があってということは分か

りますか。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 職員室

のほうにですね、今現在、ノートパソコンが校

務用として先生方には入っております。 

 今回、子供たちに１人１台ということでタブ

レットパソコンを配付いたしまして授業で活用

するということになりました。授業で活用する

に当たりましては、やはりそのパソコンを先生

も持っていかないとだめと、使えないというこ

とがありまして、持ち運びに便利なタブレット

型というところで、ノートパソコンからタブレ

ットパソコンのほうに移行していこうというこ

とで、今取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい、分かりまし

た。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６０号・財産の取得について（八代

市小・中・支援学校ＩＣＴ機器類（タブレット

端末機、モニター類、無線機（アクセスポイン

ト）））については、可決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 執行部入替えのため、小会します。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３６分 本会） 

◎議案第１５７号・八代市教育サポートセンタ

ー条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第１５７号・八代市教育サポートセンタ

ー条例の一部改正についてを議題とし、説明を

求めます。 

○教育サポートセンター所長（入佐正夫君） 

 失礼いたします。教育サポートセンター所長

の入佐です。着座にて御説明をさせていただき

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○教育サポートセンター所長（入佐正夫君） 

 議案１５７号・八代市教育サポートセンター

条例の一部改正について御説明をいたします。 

 議案書は４３ページからとなります。 

 今回、八代市役所千丁支所に位置する八代市

教育サポートセンターが、令和４年２月開庁予

定の新市庁舎へ移転することに伴い、八代市教

育サポートセンター条例の一部を改正するもの

でございまして、内容といたしましては、八代
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市教育サポートセンター条例、平成２３年八代

市条例第６号、第２条を改正するものでござい

ます。 

 別添の資料を御覧いただきたいと思います。

資料の新旧対照表がございますが、そこにあり

ますとおり、現行第２条では、教育サポートセ

ンターの位置が八代市千丁町新牟田１５０２番

１となっておりますところを八代市松江城町１

番２５号に改めるものでございます。 

 条例の施行日につきましては、移転の日程が

固まり次第、教育委員会規則において定めるこ

ととしております。 

 以上、御説明といたします。どうぞよろしく

お願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ありませんね。なけ

れば、これより採決いたします。 

 議案第１５７号・八代市教育サポートセンタ

ー条例の一部改正については、原案のとおり決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会します。（｢あり

がとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１１時３８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３９分 本会） 

◎議案第１５５号・八代市国民健康保険条例の

一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５５号・八代市国民健康保険

条例の一部改正についてを議題とし、説明を求

めます。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課、西田でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。座って説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 議案第１

５５号・八代市国民健康保険条例の一部改正に

つきまして御説明させていただきます。 

 議案書は３７ページから３８ページまでの部

分でございますが、説明は資料八代市国民健康

保険条例の一部を改正する条例の概要により説

明させていただきます。 

 まず、資料の１.改正の趣旨をお願いいたし

ます。 

 公益財団法人日本医療機能評価機構が運営す

る産科医療補償制度は、出産時の事故により重

度の障害を負ってしまった新生児の保護者に対

して一定の補償を与えるという制度であります

が、この掛金が令和４年１月１日より変更され

ることに伴い、出産育児一時金の額を見直す

旨、健康保険法施行令等の一部を改正する政令

が令和３年８月４日に公布されております。 

 この改正を踏まえて、国民健康保険におきま

しても同様の取扱いとする旨、国の通知があっ

たことから、所要の改正を行うものでございま

す。 

 次に、２.改正概要をお願いいたします。 

 出産育児一時金の金額については、改正前４

０万４０００円から改正後４０万８０００円と

４０００円引き上げ、その下にあります産科医

療補償制度掛金（出産育児一時金加算部分）に

ついては、改正前１万６０００円から改正後１

万２０００円と４０００円引き下げ、総額を改

正後も４２万円に据え置くものでございます。

なお、出産育児一時金については、八代市国民

健康保険条例第６条で規定し、産科医療補償制
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度掛金（出産育児一時金加算部分）について

は、八代市国民健康保険条例施行規則第７条の

２で規定しているところでございます。 

 最後に、施行期日は令和４年１月１日から施

行するとしております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） 出産育児一時金加算

部分の１万２０００円ですけど、これ、どうい

った形のときに追加されるというものなんでし

ょうか。ちょっと勉強不足で申し訳ないです。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） これは、

医療補償制度の掛金でございまして、普通、出

産をされる際に被保険者である入院される妊婦

の方が支払われるものでございます。 

○委員（橋本徳一郎君） はい、分かりまし

た。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５５号・八代市国民健康保険条例の

一部改正については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１５６号・八代市国民健康保険税条例

の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１５６

号・八代市国民健康保険税条例の一部改正につ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 国保ねん

きん課、西田でございます。引き続き、よろし

くお願いいたします。座って説明させていただ

きます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 議案第１

５６号・八代市国民健康保険税条例の一部改正

につきまして御説明させていただきます。 

 議案書は３９ページから４１ページまでの部

分でございますが、説明は資料八代市国民健康

保険税条例の一部を改正する条例の概要により

説明させていただきます。 

 まず、資料の１.改正の趣旨をお願いいたし

ます。全世代対応型の社会保障制度を構築する

ための健康保険法等の一部を改正する法律の施

行に伴い、地方税法が改正され、令和４年４月

１日から未就学児の均等割保険税の軽減措置が

講じられることを踏まえ、八代市国民健康保険

税条例の所要の改正を行うものでございます。 

 次に、２.改正概要でございます。 

 ①として、未就学児に係る均等割保険税につ

いて、その５割を軽減するものでございます。

具体的には、最初の表、基礎課税額の被保険者

均等割額２万９６００円の改正内容の表を御覧

ください。 

 ７割軽減世帯は、元の均等割額２万９６００

円を７割軽減してあるので、改正前は８８８０

円ですが、改正後はこの額をさらに５割軽減す

るので、４４４０円となります。５割軽減世

帯、２割軽減世帯も同様の計算になります。一

般世帯は、改正前は軽減なしで２万９６００

円、改正後はこれが５割軽減されるので、１万

４８００円となります。 

 また、その下の後期高齢者支援金等課税額の

被保険者均等割額９３００円も計算方法は、上

の基礎課税額と同様でございます。なお、①未

就学児に係る均等割保険税について、その５割
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を軽減することについては、本条例第２３条に

第２項を新設し規定しております。 

 次に、②についてでございます。これは、未

就学児の均等割保険税の軽減措置の新設に伴

い、条例における規定の整備を行うものでござ

います。 

 その下、③については、その他、規定の明確

化や文言の修正を行うものでございます。 

 最後に、施行期日は、①と②は令和４年４月

１日から、③は公布の日から施行するとしてお

ります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（大倉裕一君） すいませんね。保険税

が安くなるという受け止め方を今してるんです

けれども、国保全体で見たときにどれぐらいの

影響額が出てくるのか。国保を運営するに当た

って、今の保険税で大丈夫なのかということを

お尋ねしたいというふうに思います。 

○国保ねんきん課長（西田裕一君） 今回の未

就学児の軽減に対する軽減総額は約８０００万

円と見込んでおります。 

 委員お尋ねの、今の保険税で大丈夫かという

ことにつきましてですが、この軽減分は公費で

支援されることになっておりまして、国が２分

の１、県が４分の１、市が４分の１支援すると

いうことになっておりまして、国保の財政には

直接は影響がないと考えております。 

 以上でございます。（委員大倉裕一君「分か

りました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５６号・八代市国民健康保険税条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部は御退室ください。 

（執行部 退室） 

○委員長（中村和美君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５０分 本会） 

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する諸

問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の調

査、以上の２件です。このうち、保健・福祉に

関する諸問題の調査に関連し１点、教育に関す

る諸問題の調査に関連し２件、執行部から発言

の申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

                              

・保健・福祉に関する諸問題の調査 
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（新型コロナウイルスワクチン接種について） 

○委員長（中村和美君） それではまず、新型

コロナウイルスワクチン接種について説明願い

ます。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（稲本京子君） 健康推進課、稲本

でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、新型コロナウイルスワクチン接種

について着座にて御説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○健康推進課長（子育て世代包括支援センター

所長兼務）（稲本京子君） 健康推進課資料、

新型コロナウイルスワクチン接種についてを御

覧ください。 

 まず、（１）初回接種、１・２回目接種の接

種状況を御報告いたします。 

 令和３年１１月３０日現在になりますが、６

５歳以上の高齢者では、２回目接種者数が４万

１３０８人で接種率は９６.５８％と、ほとん

どの方が接種を完了されております。これは、

全国、県平均を上回っております。 

 次に、接種対象者１２歳以上で見ますと、９

万９０２４人の方が２回目接種を受けておら

れ、９割近くの方が接種されております。ま

た、これは、市全体の総人口で見ましても、市

民の８割近い方の接種が終了していることにな

ります。こちらも、全国、県平均を上回ってい

る状況です。 

 ２番目の追加接種、３回目接種についてです

が、本市では、１２月１日から開始しておりま

す。対象者は、初回接種の１・２回目接種が完

了した方で１８歳以上の方になります。約９万

４７００人が対象予定です。１２歳から１７歳

については、現段階では対象外となっておりま

す。 

 接種スケジュールを図にしております。接種

月ごとの対象者、見込み者数になります。こち

らは１・２回目接種の対象である１２歳以上の

接種者数を含んだ数になります。１２月の医療

従事者からスタートし、１月から高齢者施設入

所者・従事者、２月には６５歳以上の高齢者、

３月から６４歳以下の一般の接種を開始する予

定としています。対象見込み者数は３月の２万

５６５３人をピークに山なりに増減していきま

す。 

 ２ページ目をお願いします。 

 使用するワクチンの供給についてですが、メ

ッセンジャーＲＮＡワクチンであるファイザー

社ワクチンとモデルナ社ワクチンを使用しま

す。現在は、薬事承認されているファイザー社

ワクチンのみを使用しております。モデルナ社

ワクチンについては、薬事承認を待ってからの

使用となりますので、２月以降の配分予定とな

っております。 

 表は、現在国から示されている令和４年２

月、３月分の八代市へのワクチン供給予定と接

種対象者数になります。なお、４月以降のワク

チン供給についてはまだ示されておりません。 

 まず、接種対象者数ですが、１・２回目と同

じワクチン接種とした場合、ファイザー社ワク

チンが２月の１万９０２６人、３月の２万２２

１６人、計４万１２４２人で９２％を占めま

す。一方、モデルナ社ワクチンは、３月の３４

３７人で８％です。 

 これに対しまして、２月、３月のワクチン供

給数は、ファイザー社ワクチンが２万５４７０

回分、割合として５４％、モデルナ社ワクチン

が２万１９００回分で４６％の予定です。 

 表のとおり、２月、３月の接種予定者のう

ち、ほとんどの方が１・２回目にはファイザー

社ワクチンを接種されております。仮に全ての

方が３回目接種を同じファイザー社ワクチンで

希望された場合、多くの方が希望どおりに接種

できない状況になります。 

 国は、３回目接種について、ワクチンの交互

接種を認めておりますが、市民の皆様が安心し
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て接種できるように、国からの交互接種につい

ての正しい情報など、しっかりと周知を行って

まいります。 

 また、モデルナ社ワクチンの接種体制も必要

になります。 

 ２回目接種完了からの接種間隔につきまして

は、１１月２６日付の国の通知では、初回接種

の２回目の接種から原則８か月以上としており

ます。例外的な取扱いとして、地域の感染状況

やクラスターの発生状況などで非常に特殊な状

況の場合は、厚生労働省に相談した上で６か月

以上での接種間隔も認められる場合がありま

す。 

 しかしながら、１２月に入りましてから、接

種間隔の前倒しの可能性について、引き続き検

討すると国が表明したと報道等がされていると

ころです。 

 接種券の送付についてですが、１１月中に２

回目接種から８か月を経過する方に対しては、

１１月２２日に郵送しております。以後は、２

回目接種から８か月経過した方に毎週１回郵送

予定としております。 

 接種体制につきましては、ファイザー社ワク

チンについては、１・２回目接種で個別医療機

関での接種協力体制が十分にあったことから、

３回目接種についても医療機関による個別接種

を中心に実施を予定しております。集団接種に

ついても、会場等を含め、現在検討中です。 

 また、１・２回目接種では、県の大規模接種

や職域接種での使用に限られていたモデルナ社

ワクチンについても、市での接種体制の整備が

必要となりますので、現在、個別接種・集団接

種両面で検討しており、関係機関と協議を進

め、早急に体制を整備してまいります。 

 次に、６５歳以上の高齢者のタクシーの利用

助成につきましては、１・２回目と同様に、３

回目の接種も実施を予定しております。これ

は、高齢者が新型コロナウイルスワクチン接種

のためにタクシーを利用された場合、自宅と接

種会場の往復を対象とし、タクシー初乗り運賃

相当額６３０円を助成するものです。 

 最後に、小児──５歳から１１歳の接種につ

いてでございますが、まず、本市の５歳から１

１歳の対象者数を申し上げますと、令和３年１

０月３１日現在で７２５３人でございます。こ

の小児の接種につきましては、国から、早けれ

ば２月頃から開始する可能性があるため、接種

体制の検討、準備を進めるよう指示があってお

ります。現在、市郡医師会等と協議を進めてい

るところです。 

 以上、説明を終わります。 

○委員長（中村和美君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） ファイザー社ワクチ

ンが認められているのでということですけど、

モデルナ社ワクチンも含めて、今後されると。

その副反応ですね、の報告なんかは、それぞれ

受けられてるのかなと思いまして、具体的な例

があったら、教えてください。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 副反応につ

いてでございますが、医療機関のほうで接種を

された場合、４時間以内の副反応等については

国のほうに報告することとなっております。八

代市のほうで、現在、副反応の報告がいただい

ておりますのが、現在１４件ございまして、フ

ァイザー社ワクチンについては１１件、モデル

ナ社ワクチンについては３件報告をいただいて

おります。 

 報告内容としましては、接種後の発熱や頭

痛、悪寒、また、意識あたりの消失等の報告も

あっておりまして、また、倦怠感等の報告もい

ただいているところです。 

 以上でございます。 

○委員（橋本徳一郎君） 副反応で結構そうい

う反応でということで、いろんなネットの書き
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込みなんかもですね、受けたくないという方も

結構おられるんですけど、その効果に対してし

っかり周知をしていただいてですね、ぜひとも

打っていただくようにということと、あと、報

告にもありましたけど、８か月を待たずに６か

月でという可能性もあるということでしたの

で、ブースター接種という意味では、６か月が

海外では標準的になっておりますんで、ぜひ広

げていただきたいなと思います。意見です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 具体的に接種に入って

いくわけですけど、１・２回目接種した証明書

みたいなのが個人で保管されてると思うんです

けど、中には、８か月もたちますと紛失した

と、どこに行ったか分からないということもあ

るかと思うんですが、この３回目の接種券だけ

を持っていけばいいということになるのか、そ

の辺り御説明いただければと思います。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） ３回目接種

につきましては、また接種券と接種済証という

のを発行することになりますが、そちらのほう

に１・２回目の接種の状況もですね、記載して

発行するようにしておりますので、まずは３回

目接種の接種券のほうに１・２回目接種記載し

ておりますので、そちらを確認していただいた

上で接種いただきたいと思っております。 

○委員（大倉裕一君） だから、１回目と２回

目の接種券というのは、しゃんむり要らんとい

うことですよね。３回目の市から送られてきた

接種券があれば受診は可能だということでいい

ですね。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） そちらに

１・２回目接種の接種日を記載しておりますの

で、そちらで接種可能となっておりますので、

そちらを利用していただければと思っておりま

す。 

 ただ、市外のほうで１・２回目を接種された

場合はですね、接種記録等が本市にございませ

んので、前の市のほうで発行された接種済証あ

たりは必要になる場合もございます。 

○委員（大倉裕一君） 私、県の集団接種です

ね、グランメッセ熊本で受けたんですけど、県

の情報というのは市のほうに入ってくるんです

か。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 八代市の住

民の方の情報については、県の広域接種で接種

されたデータも私どものほうに届いております

ので、そのデータを記載した上で接種券を発行

することになります。 

○委員（大倉裕一君） すいません、くどかっ

ですけど、市外から移住をしてきて、そういっ

た場合にデータが反映されない場合があるとい

うことで認識すればよかですかね。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 市外の方の

接種状況については、本市のほうで情報を把握

しておりませんので、市外のほうで打たれた場

合はそちらの接種済証が必ず必要になります。

ですので、２回目接種から８か月後経過された

方が接種対象ということになります。 

○委員（中山諭扶哉君） ということは、可能

性として、１人の方が例えば４回打たれると

か、そういう可能性もあるわけですか。 

○健康推進課審議員兼新型コロナウイルスワク

チン接種対策室長（森田克彦君） 市外の方に

つきましては、接種情報が本市にございません

ので、実際転入されたときにですね、以前市町

村の接種済証あたりをこちらに申請をしていた

だきまして、確認をした上で接種券を発行いた

しますので、そういった間違いがないように取

扱いをしていきたいと考えております。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 
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○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、新型コロ

ナウイルスワクチン接種についてを終了しま

す。 

 執行部入替えのため、小会します。 

（午後０時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０７分 本会） 

・教育に関する諸問題の調査 

（第３期八代市教育振興基本計画（素案）につ

いて） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第３期八代市教育振興基本計画（素案）

について説明を願います。 

○教育部長（中 勇二君） 教育部でございま

す。よろしくお願いします。 

 教育振興基本計画は、本市の教育行政の基本

的な方針等を定めたものでございます。現在、

第２期の最終年度となっておりまして、第３期

の計画を策定中でございます。 

 本日は、その中間報告をさせていただきます

ので、よろしくお願いします。説明は、教育政

策課の松川課長が申し上げますので、よろしく

お願いします。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 教育政

策課でございます。それでは、着座にて第３期

八代市教育振興基本計画素案につきまして説明

させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 説明資料といたしまして２つ。１つが第３期

八代市教育振興基本計画素案についてと書かれ

た３枚とじのものと、もう一つが第３期八代市

教育振興基本計画素案と書かれました６７ペー

ジにわたります資料を配付をいたしておりまし

た。本日は、３枚とじの資料のほうに沿って説

明をさせていただきます。 

 それでは、２ページを御覧いただきたいと思

います。 

 第３期八代市教育振興基本計画素案（概要）

としております。ⅠからⅤまで項目立てまし

て、第３期の本市教育振興基本計画素案の概要

について記載いたしております。 

 まず、Ⅰ 策定の趣旨でございます。 

 本市が目指す教育の姿の実現に向け、今後４

年間、令和４年から７年度の方向性を示すため

に、教育基本法に基づき、国や県の教育振興基

本計画を参考にし、また、市長が定める八代市

教育大綱の内容を尊重しながら策定する計画と

いうことになります。 

 そこに図が示されておりますけれども、今申

し上げましたことを図式化したものでございま

す。 

 左側、国・県の計画を参考にするとともに、

本市の最上位計画であります総合計画を具体化

──上のほうでございます。また、市長が定め

る教育大綱の内容──下のほうになりますけれ

ども、それを尊重した計画となるよう努めなけ

ればなりません。今年度策定中の総合計画第２

期基本計画及び教育大綱と整合性を図りなが

ら、現在策定作業を進めているという状況でご

ざいます。 

 策定の体制といたしましては、もう１ページ

めくっていただきまして、資料の３ページにな

りますけれども、こちらの資料の一番左側の列

ですね。上のほうになりますけれども、上から

議会（文教福祉委員会）、教育委員会、政策会

議次長会と書かれている部分になりますけれど

も、中ほどにですね、プロジェクトチームと、

その上に検討部会、その上に策定委員会とござ

います。この３つが、本計画の内容を検討する

組織でございます。 

 プロジェクトチームは、教育部各課かいの課

長補佐、係長級職員による構成、検討部会は、

部次長及び課長級職員による構成となっており

ます。 
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 また、外部機関と書いてございます策定委員

会につきましては、学識経験者、学校長、保護

者、地域住民の方々１０名による構成となって

おりまして、厚いほうの資料のほうの末尾のほ

うにですね、具体的な名前、名簿が掲載されて

おりますので、後ほど御覧いただければと思い

ます。 

 それでは、資料ですね、また２ページのほう

にお戻りをいただきまして、次にⅡ 第３期計

画の基本的方針としてございます。 

 まず、構成についてでございますが、第３期

の構成は、第２期計画の施策体系図、計画の構

成を引き続き維持した形での計画を予定してお

ります。 

 基本理念としましては、やつしろの絆でつむ

ぐ心豊かな人づくりとし、基本目標、基本方

針、主な施策といった体系としております。 

 また、策定者及び対象範囲も第２期計画と同

様、策定者は八代市教育委員会、対象範囲は八

代市教育委員会の職務権限の範囲の教育に関す

ることとしております。 

 続きまして、Ⅲ 第２期基本計画からの主な

変更点でございます。 

 第３期計画は、第２期計画をベースにしなが

ら修正を加える形で策定作業を進めております

が、主な変更点は２点ございます。 

 まず１点目、社会経済情勢の変化への対応で

ございます。資料のほうは４項目、細目上げて

おります。 

 まず１つに、災害関係があります。 

 ５年前の熊本地震に引き続き、昨年度、本市

は７月豪雨災害に見舞われました。この大きな

２つの災害を経験した本市としましては、災害

関係についての施策を推進・継承すべきとの考

えから、災害関係について１つの基本目標とし

て設定をし、それに伴い基本方針も１つ設ける

ことといたしております。 

 よって、第２期では５つの基本目標だったも

のが６つに、１７の基本方針だったものが１８

になっております。 

 次に、新型コロナウイルスへの基本的な対応

方針を記載しております。 

 新しい生活様式の実践と、あとコロナ禍にお

ける教育活動の円滑な推進について記載をして

いるところです。 

 このほか、あと２つですね。教育を取り巻く

社会情勢や国の動向、それともう一つが第２期

計画の取組状況や課題を踏まえた施策の設定を

行っております。 

 それから、大きな２つ目としまして、指標の

設定がございます。 

 第２期計画の際には、教育の進捗状況を数値

ではかることが困難なものもありますので、指

標を設定しておりませんでした。しかしなが

ら、国の第３期教育振興基本計画におきまし

て、今後の教育政策の遂行に当たっては特に留

意すべき視点として、客観的な根拠を重視した

教育施策の推進が示されていることから、本市

の第３期計画では、進捗状況を客観的にはかる

ことができる指標を計画の中で設定をいたして

おります。 

 以上、ただいま申し上げましたような変更を

加えまして、この資料の２ページの右側のよう

な基本目標及び基本方針といたしました。 

 それでは、右側ですね。Ⅳ 本計画で取り組

むことを御覧いただければと思います。 

 括弧書きの数字は、もう一つの厚い資料のほ

うにどのページに書かれているかということを

表したものになっております。 

 本計画で取り組むことにつきましては、計画

素案の２２ページから５９ページにかけまし

て、第５章基本方針・主な施策として記載して

おります。その内容を表にまとめたものが、こ

の右側のほうになります。 

 内容につきましては、記載のとおりでござい

まして、特に下のほうの６、太く囲んでおりま
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すけれども、６番が災害からの復興を進め教訓

を継承しますとして、災害関係のことを記載し

ております。 

 先ほど、第２期計画からの変更点について御

説明をいたしましたけれども、この部分が増え

たということになります。 

 そして、Ⅴ 新型コロナウイルス等の感染症

への対応についてでございます。 

 本振興計画の対象期間である４年の間、施策

を展開していく上で、新型コロナウイルスなど

感染症への対応を念頭に置きながら施策を行う

ことが必要になりますことから、感染拡大防止

と教育活動の両立のための基本的な対応方針に

ついて、素案の２１ページ、１ページのスペー

スを使って記載をしているところでございま

す。 

 以上が第３期八代市教育振興基本計画素案の

概要でございますが、最後に今後のスケジュー

ルについてもお伝えしておきたいと思います。 

 もう一枚おめくりいただきまして、３ページ

をお願いいたします。 

 左上の欄ですが、先ほど御覧いただきました

議会となっておりますけれども、そこの横軸１

２月のところを御覧いただけますでしょうか。

本日が１２月定例会中間報告と記載しておりま

す。 

 今後のスケジュールといたしましては、去る

１１月３０日に策定委員会を開催いたしており

まして、そこで出た御意見、また本日、文教福

祉委員の皆様から頂戴しました御意見を反映さ

せて素案を調整することといたしております。

また、市の総合計画との整合性も図った上で、

１月に２つの内部会議──次長会、政策会議に

かけまして、その後下旬にパブリックコメント

を実施し、先ほど申し上げました関係します３

組織で、その意見を反映させた最終案を３月上

旬までに策定することといたします。 

 それを教育委員会に提案し、議決いただきま

したら決定という運びになります。そして、本

文教福祉委員会の委員の皆様方に３月定例会に

おきまして、本日のような所管事務調査の中で

報告をさせていただくというような予定を立て

ております。以上がスケジュールでございま

す。 

 以上、八代市教育振興基本計画の素案につい

ての説明といたします。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（中村和美君） 本件について何か質

疑、御意見等ありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） ２ページの指標の設

定のところで数値化できないところを客観的な

根拠を重視して策定されたというふうになって

るんですが、これ、どういうふうにやって評価

をされるんですか。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） ボリュ

ームがあります６７ページほどで作っておりま

す素案のほうのですね、後ろのほうにですね、

６２ページから指標一覧ということで載せさせ

ていただいてはおりますけれども、実際活動で

はなくて効果が見えた形の数値が出せるものに

つきましては、そちらを出させていただいてお

ります。元年度は数値は幾つだった、それが昨

年度令和２年度は幾つでした。今度、この計画

第３期計画が終了します７年度ぐらいには幾つ

という目標値を設定をいたしまして、それぞれ

にここは６２ページから６４ページまでに記載

をさせていただいておりますような、各項目ご

とのですね、目標設定をさせていただいている

ところでございます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ちょっと細かくは、

またそちらのほうを見せていただきたいと思い

ます。 

 あと、スケジュールの中でパブリックコメン

トも検討されてるということなんですが、これ

までのパブリックコメントを見る限りはあんま
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り意見が集約されてないですよね。この辺をち

ょっときちっと周知をしていただいて、できる

だけ多くの方の意見は集約できるようにしてい

ただきたいなと思います。意見です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） 今回の６番で基本目標

が入ったということでありますけれども、いい

ことだというふうに思います。ただ、災害に実

際遭った子供たちの心のケアというところもで

すね、継承するのも大切なことだと思いますけ

ども、そういったところで被災してしまった子

供のケアというところも丁寧に取り組んでいく

というようなところもですね、背面にあってい

いのかなというふうに思いますので、そちらの

ほうも忘れられないような取組を期待しておき

たいというふうに思います。 

 それと将来の子供たちを大人がですね、育て

ていくということですので、この部分に全ての

ものが乗っかっていくんだと思いますので、こ

れからの、今、橋本委員がおっしゃったように

パブリックコメント、そういったところの意見

にも真摯にですね、対応していただくようにお

願いをしておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、第３期八

代市教育振興基本計画（素案）についてを終了

します。 

                              

・教育に関する諸問題の調査 

（八代市学校給食施設再編整備方針（案）につ

いて） 

○委員長（中村和美君） 次に、八代市学校給

食施設再編整備方針（案）について説明願いま

す。 

○教育部長（中 勇二君） 引き続き、よろし

くお願いします。 

 本市では、現在８つの単独調理場と６つの給

食センター、計１４の施設が稼働をしておりま

して、その全ての施設が合併年度までにそれぞ

れの市町村で計画整備されたものであり、中に

は４０年、５０年を経過した施設もございま

す。そのため、施設の更新が喫緊の課題となっ

ているところです。そのため、まず、具体的な

整備計画を策定します前に、その前段階として

基本的な方針の取りまとめに取り組んでまいり

ました。 

 今般、執行部としての案がまとまりましたの

で、今日は報告をさせていただきたいと思いま

す。説明は、教育政策課の松川課長から申し上

げますので、よろしくお願いします。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 教育政

策課、松川でございます。 

 それでは、引き続きまして、学校給食施設再

編整備方針（案）につきまして、着座にて御説

明させていただきます。 

 資料のほうですけれども、今回も２つお渡し

をいたしておりました。表紙に八代市学校給食

施設再編整備方針（案）と書かれたものが１

つ、それともう一つが右上のほうに資料１と書

かれまして、学校給食センターの数についてと

書かれたものでございます。 

 まずは、整備方針（案）に沿って説明をさせ

ていただきます。 

 それでは、１ページを御覧いただきたいと思

います。 

 １ はじめにでございます。本市の学校給食

施設の現状について、また、それを踏まえたこ

れまでの対応について記載いたしております。 

 八代市の学校給食については、平成１７年８

月１日に市町村合併しましてから、泉学校給食

センターが東陽学校給食センターに統合された

ものの、それ以外の学校給食施設については、

合併前のそれをそのまま引き継いでいる状態に

現在もございます。 
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 本市における学校給食施設は、単独調理場が

８か所、学校給食センターが６か所あり、特別

支援学校、幼稚園を含む４６校・園に１日約１

万１０００食を提供しているというような状況

でございますが、その中で課題が幾つか見えて

おります。 

 以下５項目上げております。まず１つ目、１

４調理場のうち８か所が築３０年以上経過し、

学校給食衛生管理基準というのが平成２１年に

現在の形で出されているんですけれども、それ

に適合していない調理場が９か所ございます。

現在、その調理場については、作業方法を工夫

し、国が認めております運用により対応してい

るところでございます。調理スペースの全館空

調設備がありませんで、高温多湿となることか

ら食品衛生上、また調理員の体調管理の上でも

好ましくないという状況にございます。具体的

な各調理場の状況につきましては、３ページに

載せておりますので、そちらをちょっと御覧い

ただければと思います。 

 平成２１年度に施行されました学校給食衛生

管理基準には、厨房システムはドライ式、また

空調設備も全館のものを設置することがうたわ

れておりますが、本市１４施設の状況は、今御

覧いただいているような一覧表のような状況に

なっております。 

 厨房システムにつきましては、下のほうに米

印で厨房システムについてと記載しておりま

す。 

 ドライとは、調理場内の床を乾いた状態で使

用し、床からのはね水などによる２次汚染を防

止するため、シンクやスライサーなどからの排

水は、床下の排水管に直接接続するなど、施

設・設備面での対応が取られています。床はぬ

らさないという形ですね。それに対しまして、

一方ウエットの調理場では、作業面での改善や

厨房備品の買換えなどを行い、できるだけ床を

水でぬらさないドライ運用と、今現在してると

ころでございます。 

 それでは、１ページのほうにお戻りをいただ

きまして、２つ目ですね。 

 老朽化への対応や学校給食衛生管理基準に適

合させるためには、大規模改修が必要となりま

すが、既存の施設では必要面積を確保できず、

既存施設の改修での対応は難しい状況にござい

ます。衛生管理基準のほうでですね、スペース

につきましては、汚染作業区域、非汚染作業区

域、その他の区域に分けることですとか、あと

物品が納品されたときに検収します部屋、あと

保管する部屋、下処理する部屋、調理する部屋

とかいうふうに各作業区域ごとに区分するよう

に努めてくださいというような内容になってお

りまして、それをいたしますには、今現在の調

理場のスペースではちょっと対応が難しいとい

うことになります。したがいまして、大規模改

修での対応は困難という結論になっているとこ

ろです。 

 ３つ目、既存調理場の中には基準に適合する

比較的新しい施設もございますけれども、調理

可能食数が少ないため、移行する調理場の食数

を受け入れることは厳しいということになりま

す。 

 ４つ目、各調理場の老朽化に伴い、修繕や設

備更新に多額の経費が今現在かかっておりまし

て、現施設数１４を維持していくことは困難と

いうことです。 

 それから最後５つ目、少子化による児童・生

徒数の減少に合わせまして効率的運営をするこ

とが必要になります。そのためにも集約が必要

と、今のところ考えております。 

 ただいま申し上げましたような状況を踏まえ

まして、本市では平成２８年度に外部有識者か

ら成る学校給食施設あり方検討会を設置し、先

進地視察を含め５回の会議を経て、単独調理場

見直し、原則学校給食センターへ移行するなど

の提言を頂戴しました。 
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 それを受けまして、令和元年度、庁内に学校

給食施設再編整備方針策定委員会を立ち上げま

して、昨年度、同整備方針の素案を策定したと

ころでございます。 

 ２ページから６ページにかけましては、関係

資料として添付させていただいておりますが、

説明は本日は割愛させていただきまして、方針

（案）の内容に早速入らせていただきたいと思

います。 

 ７ページ、一番後ろのほうになりますけれど

も、そちらのほうに整備方針とあります。そち

らを御覧ください。 

 （１）まず、学校給食施設についてでござい

ます。単独調理場と既存の学校給食センター

を、新設する学校給食センターに統合・再編を

いたします。 

 黒ぽつの部分になりますけれども、センター

はどういう施設にするかということで書いてお

ります。 

 新設する学校給食センターは、食数に適した

広さとし、調理場内の適切な温湿度の確保、セ

ンター内での２次汚染防止のためのエリア区

分、ドライシステムの導入など、学校給食衛生

管理基準に適合した施設とします。 

 また、アレルギー対応食専用の調理ラインも

整備し、学校給食における食物アレルギー対応

指針に沿った安全で安心な学校給食を提供しま

す。 

 それから、泉第八小学校は単独調理場として

存続をいたします。 

 次、（２）学校給食センターの数についてで

す。 

 統合再編後の学校給食センターは３か所とい

たします。理由としまして、黒ぽつ２項目記載

しております。 

 調理後２時間以内で喫食できるよう配送時間

を考慮します。これは、学校給食管理基準にう

たわれている内容になっております。 

 また、感染症、食中毒の発生、災害等による

リスク分散も考慮します。 

 次、（３）八代支援学校の対応です。 

 今回の方針案では、八代支援学校の給食につ

きましては、単独調理校ではなく給食センター

で作って配送してもらうこととしております。

単独調理校としない分、以下のような対応を講

じますということで、２項目書いております。 

 次、（４）学校給食センター建設までの取組

でございますが、老朽化し、耐震基準を満たし

ていない調理場の対応を急ぎます。それと、隣

接し、児童・生徒数も減少している調理場の統

合について検討します。 

 最後、（５）学校給食センター新設後の取組

です。 

 使用年数や劣化状況に応じた予防保全の観点

から、ボイラー設備、給排水管、電気設備、調

理機器等については、おおむね２０年ごとに調

理施設としての使用に耐え得る改修を実施し、

可能な限り長寿命化を図ります。 

 以上が八代市学校給食施設再編整備方針

（案）の御説明でございます。 

 それでは、すみません、もう一つの資料、資

料１と右上のほうに書いてあります学校給食セ

ンターの数についてを御覧いただきたいと思い

ます。 

 方針（案）では、センター数を３か所とする

と申し上げました。その理由説明でございま

す。 

 ２ページを御覧ください。 

 １.再編整備３か所の根拠についてでござい

ます。根拠として４点上げております。 

 まず１点目、食中毒防止のため、配缶から喫

食までに要する時間は２時間以内と、学校給食

衛生管理基準にあります。各学校に１便ずつで

すね、ピストン輸送みたいにして配送車を出せ

ればいいんですけれども、実際はコンテナを載

せて食数を考慮して、効率的ルートにより複数



 

－34－

校を経由して配送をしています。 

 ２点目、感染症や食中毒の発生、設備機器の

トラブル等により給食センターがですね、動か

なくなった場合ですね、影響を与える学校数も

考慮すると、食数が少ないほどリスク分散にな

るということになります。それからいきます

と、２か所よりも３か所のほうがリスクが分散

されるということで、建設経費も含め総合的に

考えると３か所がベストかなと、今考えている

ところです。 

 ３点目、これまで単独調理校に納品していた

だいた小規模商店さん側のことを考えますと、

小規模の商店さんですと、受注量に限りがあり

ます。大規模の調理センターになると対応が難

しいというようなことも発生をいたします。 

 ４点目、配送時間は、各学校の短縮授業や行

事等に合わせて、今現在も行っているところで

ございます。配送校が多数になりますと、調理

開始時間やルート変更等が発生し、時間内での

配送が困難になるというようなところがござい

ます。以上のようなことから、３か所がベスト

かなと、所管課としては考えるところでござい

ます。 

 それでは、その下のほうですね。３か所とす

るに当たりまして、特に配送時間と経費がポイ

ントかなということで、それについての御説明

と書かせていただいております。 

 まず、配送時間について。調理から児童・生

徒の喫食までの流れと所要時間につきまして

は、ここに書かれているような進み方、時間経

過となるわけですけれども、ポイントになりま

すのが、１２時頃、校長検食というのがござい

ます。各学校ともですね、校長先生とかが１２

時頃に検食をされます。上に書いておりますよ

うに、調理場からの配送が１１時２０分頃とな

りますので、そこから逆算しますと、各学校へ

の配送時間の上限は４０分間ということになり

ます。この流れでいきますと、１３時ぐらいに

子供たちが喫食ということで、衛生基準も満た

すということになります。 

 そこで、配送時間を４０分ということを念頭

に、センター数ごとに配送車数の違いがあまり

ないようにして、まずシミュレーションをして

みました。その結果がですね、１枚おめくりい

ただきまして、３ページのほうになります。時

間比較ということで、２か所案、３か所案、４

か所案ということで、まず、大体２か所が①が

配送車が１６台、３か所案が１４台、４か所が

１５台ということで、あんまり配送車を変えな

いところでどうだろうかというふうにしたとこ

ろです。 

 そうしましたところ、２か所案の場合はです

ね、ちょっと５０分とか、６０分とかかかるよ

うな状況になりまして、４０分以内での配送と

いうのが難しいということになりました。 

 そこで、２か所案のところの②のところで４

０分以内の配送が可能となる場合ということで

見てみましたところ、配送車が２１台要ります

ということになりました。２１台あれば４０分

以内に配送が可能でございます。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 次、経費について考えてみております。 

 箇所数ごとの経費は幾らになるのかなという

比較表でございます。建設経費から４０年間施

設を使用すると設定をいたしまして、維持経費

まで含めた総経費についてが２番から５番まで

のところになります。厨房機器メーカーのほう

で食数の規模ごとに経費のシミュレーションを

出したものがありますので、それを参考に計算

をしております。 

 ２番が建て替え費用になります。 

 次３番が１年当たりの維持経費になります。 

 次４番が４０年間の維持管理ということで、

３番の単年度、１年当たりの維持費を掛ける４

０したものになります。 

 それと５番が、４０年間の総費用ということ
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で、２番の初期、一番最初に建て替えた費用と

４０年間の維持管理の、ナンバー２とナンバー

４を足し込んだのがナンバー５ということにな

ります。２センターですと、２３５億７８００

万円、３か所で２３０億円、４か所で２６９億

６０００万円となりまして、経費面を考えます

と、３センターが最も低いという形になりま

す。 

 以上、経費面の比較のほか、下のほうです

ね、人員配置や配送車数、あと学校の日課変更

への対応、アレルギー食提供への対応など、複

数の面から比較をしております。 

 これらを総合的に判断しまして、所管課とし

ましては３か所がいいのではないかということ

になったものでございます。 

 ただ、今後、専門の業者に規模、候補地、事

業の実施手法など、多角的に調査、分析、検討

等を行った上で最終的に箇所数については決定

したいと考えているところです。 

 今後のスケジュールといたしましては、本

日、文教福祉委員の皆様に御説明しました後、

パブリックコメントを行い、修正を加えまし

て、３月の教育委員会に提案、議決いただけま

したら、方針として決定となります。皆様に

は、また３月定例会で御報告させていただく予

定でございます。 

 以上、八代市学校給食施設再編整備方針

（案）についての説明を終わります。よろしく

お願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） ３か所にまとめると

いうことの経費的な部分では納得というか、理

解はできると思うんですけども、例えば、今、

個別で作られているところ、坂本なんかはそう

ですよね。非常に給食がおいしいというふうな

ことも聞いているんですけども、その辺の柔軟

的な対応だとか、アレルギー食もラインがある

というふうに言われますけど、これこそ何種類

も出てくると思うんですが、その辺の個別の対

応みたいなものをどういうふうにされるのかな

というのをですね、これからの具体的なところ

だと思うんですけど、ぜひしっかり検討と、現

場の先生方の意見もですね、しっかり聞いてい

ただきたいなと思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（大倉裕一君） リスクの説明をされた

ですよね。給食センターが機能しなくなった場

合という話を。今の現状を見てみると、例え

ば、ノロウイルスとかで、ある給食センターが

止まりました。そしたら、すぐもう次の日から

保護者に弁当持ってきてくださいという話です

よね。なのに、今回はリスクをうたってあるん

ですよ。多分給食センターが機能しなくなった

ところを補完しようというような思いが、ちょ

っとその文面から伝わってくるんですけど、そ

ういうふうな方針で変わるのか。今のままでい

くんであれば、このリスクの部分というのは考

える必要はないというふうに、私は今聞いとっ

たんですよね。その辺り、どんなですか。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 委員さ

んがおっしゃるのもよく分かりますが、リスク

のお話をしたのは、単独校を、全部の学校に個

別で４０校なら４０校ですね、１校１校造って

あればいいのかもしれないんですけれども、給

食センターに集約すると考えた場合に、２か

所、３か所、４か所と考えたときに、２か所だ

ったら、先ほど申し上げました１万１０００食

を今作っているので、１施設当たり５０００食

以上を対応しなければならない。そのときに、

例えば、施設が急にボイラーが点火しなくなっ

たとか、職員がちょっとノロウイルスに罹患し

たとか、そういうのが発生したときにもう５０

００食の御家庭にお弁当を持ってきてください
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とかということになるので、それよりは３セン

ターにして、３０００とか、４０００にしたほ

うが御家庭のリスクが分散されるかなと、そう

いう意味合いでのリスク分散というところでの

意味合いではございました。 

○委員（大倉裕一君） 家庭に負担のかかって

くるというのは、どの家庭も変わらんと思うと

ですよ。弁当ば持ってきてくださいと言われる

とは。え、えーっていう話じゃありながら、作

んなっとですよね。逆に、そういう考え方にな

るならば、給食センターが機能しなくなって

も、ほかの給食センターで補完できるというよ

うな話に持っていくべきだと私は思うんです

よ。保護者の弁当を作らせるという形じゃなく

てですね、何か焦点がずれとるかもしれんとで

すけど、ちょっと何かそこのリスクの部分が分

かりづらいです。保護者に負担をかけないとい

う話なのか、どこにリスクを置いてあるのかと

いうのがよくつかめないです。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） 委員さ

んにきちんとお答えできてる発言になるか分か

りませんけれども、今だったら、例えば、３０

００食のセンターが使えなくなったら、３００

０人の御家庭で済むんですけれど、２センター

になったら５０００人の御家庭ということで、

影響を与えてしまう家庭数が増えてしまう。そ

ういうリスクを、教育委員会としては極力御迷

惑をかけたくないというところで考えていると

いうことでございます。 

○委員（大倉裕一君） 気持ちは分かります。

気持ちは分かります。だけど、なかなかその、

私は、その前に給食センターが１つ機能ができ

なくなっても、ほかの給食センターで補完でき

るというようなシステムができんとかなという

のが。せっかく再編するんであればですね、そ

ういう思いを何か模索していただきたいなとい

う気持ちがあります。せっかく負担をかけない

というのであればですね。それはあくまでも素

案ですので、そういう思いを持っているという

ところを意見として。 

○委員長（中村和美君） 大倉委員、意見とし

ていいですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（中村和美君） 執行部も今、大倉委

員の意見としてのことでございますので、それ

も検討課題にぜひ入れていただくということ

で、よろしいですか、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 全然構いません。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） すいません、参考で

いいので、ちょっと教えていただきたいんです

けど、栄養士の数、調理員数、配送員数、配送

車数、現在の数を教えていただけないですか

ね。 

○理事兼教育政策課長（松川由美君） それで

はですね、１４の施設全てでよろしいですか。

（委員中山諭扶哉君「はい」と呼ぶ）まず、じ

ゃ、センターのほうから。麦島給食センターで

すね。（委員中山諭扶哉君「全部集計している

のかあれば、それを」と呼ぶ）あります。一覧

表がありますので、後ほど。（委員中山諭扶哉

君「はい」と呼ぶ） 

○教育部長（中 勇二君） お答えします。 

 栄養士の数が１１名です。それから、調理員

数がですね、１１４、それから配送員が２０で

すね。配送車は１３台ということになります。

それが現状です。 

○委員（中山諭扶哉君） ありがとうございま

す。資料があれば、また後ほどいただければと

思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本徳一郎君） あと納入業者が小さ

いところだと困難というふうな報告もありまし

たけども、その分を埋めるというか、実際セン
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ター化で３か所になった場合、八代市学校給食

会になると思うんですけど、実際給食の食材を

入れることで商売が成り立ってるところも結構

あると思うんですよね。そういったところの活

用なんかもぜひ考慮していただきたいなと思い

ますけどね。意見です。 

○委員長（中村和美君） 意見ですね。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、八代市学

校給食再編整備方針（案）についてを終了いた

します。 

 このほか当委員会の所管事務調査について何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で所管事務調査

２件についての調査を終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き、閉

会中の継続調査の申し出をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって文教福祉委員会を散会いたしま

す。 

（午後０時４８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和３年１２月１４日 

文教福祉委員会 

委 員 長 
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